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   ”ネット 2 強の時価総額がともに 6,000 億 USD 台超え “ 

 

中国ネットサービス 2強の株価が堅調だ。香港主要 3指数で

あるハンセン指数、H株指数、レッドチップ指数ともに年初の水

準を下回って推移するなか、7月 13日時点で、テンセント（700）

は年初来 38％上昇したほか、アリババ・グループ（9988）も同

23％上昇となった。7/16のアリババ・グループとテンセントの時

価総額がそれぞれ 6,638億 USD、6,494億 USD に達した。米国

5 強 GAFAM の 一角のフェイスブック（FB）の時価総額が 6,869

億 USD であることから、中国のネットサービス両雄が時価総額で

GAFAM の一角を崩す可能性が現実味を帯びてきたように見受

けられる。世界最大の単一市場、かつ当局による強固な保護策

が施される中国市場で 2 強が膨大なユーザー数やビッグデータ

を囲い込み、ネット同業への買収や出資でサービスを増やし、収

益のすそ野を拡大させる針路に迷いは見られない。 
 

 
 

”2020 年 1-3 月期決算も 2 強揃って好業績“ 
 

  テンセントの 2020 年 1-3 月期業績は、前年同期比 26％増

収（1,080 億元）、純利益が同 6％増益（288 億元）だった。ユー

ザーへの課金収入の付加価値サービスは同 27％増収（624 億

元）となり、うちオンラインゲームは同 31％増収（372 億元）だっ

た。フィンテック・法人向けサービスは同 22％増収（264 億元）、

ネット広告事業が同 32％増収（177 億元）と全般的に好調だっ

た。また、メッセンジャーアプリの WeChat の世界 MAU（月間アク

ティブユーザー数）は前年同期比 8.2％増の 12 億人に達した。 

アリババの 2020 年 1-3 月期業績は、前年同期比 22％増収

（1,143 億元）に対し、純利益が同 88％減（31億元）だったが、の

れん償却や、相場急変に伴う上場企業への株式投資収益に係

る評価損の拡大といった一時的要因を除く Non-GAAPの調整

後純利益では同 11％増の 222億元だった。売上の 6割を占め

る中国 Eコマース小売が同 21％増収となったことが業績に寄与

したほか、売上高の 1割を占めるクラウド事業も同 58％増収。ま

た、全世界における同社の年間アクティブ消費者数は 9.6億人

に達し、うち中国は前年同期比 7,200万人増の 7.26億人に上っ

た。 

”保護政策で中国の 2 強が世界の 2 強を目指す“ 

 

 2003年から中国に進出したグーグルが 2010年、中国当局のネ

ット検閲などを理由に中国市場から撤退した。グーグルのほか、ツ

イッター、フェイスブック、ユーチューブなど米系 SNS も中国での

利用ができなくなった。約 14億の人口抱える中国にとって「和諧

（わかい）社会」（注）が国家の根幹をなしていることから、対中

批判が散見される米系 SNSは中国当局と対峙することとなり、中

国市場からの撤退を余儀なくされたことが必然的だった。一方で、

中国企業による国内 SNS市場の寡占を中国当局が半ば公然と奨

励する側面もうかがえる。 
（注）「和諧社会」とは、矛盾のない調和のとれた社会のことを指す中国の

スローガンである。 

  

上記のような経緯を背景に中国系 SNS 企業が相次いで成長し

てきた。グーグルに対してバイドゥ(BIDU)、アマゾン・ドット・コム

（AMZN）に対してアリババや JD ドットコム(JD)。ユーチューブに対

して Youkuやテンセントビデオ、およびアイチーイー（IQ）。インス

タグラムに対して Tiktokや Kwai。ツイッター（TWTR）に対して

Weibo(WB)。WhatsAppに対して Wechatや QQ。日本のニコニコ

動画に対してもビリビリ(BILI)のような類似サービスが成長中だ。 
（注：太字は米国株式市場における上場企業である。） 

 

これらの企業はネットサービス 2強であるアリババとテンセントが

これまで構築したプラットフォームの上で、斬新なアイデアとサービ

スを次々と増やすことで業績を拡大させている。今や、アリババの

EC サイトで CtoC の Taobao（淘宝）、BtoC の T-モール（天猫）、お

よびテンセントの Wechat などは日本でも身近に利用できるサービ

スとなっている。 

 

”BAT 傘下企業の香港上場で香港市場が一層活性化“ 

  

これまで、中国系ネット関連企業の多くが米国市場を上場先とし

て選んできた。テンセント傘下のテンセント・ミュージック・エンター

テインメント（TME）、およびバイドゥ傘下のアイチーイーなど、BAT

（バイドゥ、アリババ、テンセント）などのネット大手の傘下企業が多

い。そのような状況下、米当局による米市場上場の中国企業への

締め付け強化で、多くのネット・IT企業が香港市場での上場を目

指すと見込まれる。直近では、アリババの子会社で電子決済サー

ビス「支付宝（アリペイ）」を運営するアント・フィナンシャルが香港

市場での上場計画を明らかにした。時価総額 2,000億 USD を目

指す同社の香港上場が実現すれば今年の世界最大規模の IPO

になる模様だ。 
 

 米 IT 関連企業の時価総額合計が米 S&P500 指数の時価総額

合計の 25％以上に達したほか、ハイテク企業に代表されるナ

スダック総合指数の上昇も GAFAM の牽引による。中国系ネ

ット・IT 関連企業の上場および投資資金の流入により、米国

市場に引けを取らないペースで香港市場の時価総額拡大が加

速することも想定されよう。 

1位 サウジアラムコ 1兆7,328億USD
2位 アップル 1兆5,811億USD
3位 マイクロソフト 1兆5,433億USD
4位 アマゾンドット・コム 1兆3,760億USD
5位 アルファベット 9,664億USD
6位 フェイスブック 6,474億USD
7位 テンセント 6,146億USD
8位 アリババ・グループ 5,804億USD
9位 バークシャー・ハサウェイ 4,334億USD
10位 ビザ 4,112億USD

世界の時価総額TOP10一覧（2020年6月末時点）

（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成）

https://www.weblio.jp/content/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD
https://www.weblio.jp/content/%E3%82%B9%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%82%AC%E3%83%B3
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